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保険史料からみた漫画の歴史(2) 片倉生命の募集資料から 

 

保険の募集資料類には、数多くの漫画家が登場している。作者名が分かる場合ばかりでは

ないが、何回かに分けて紹介する。今回、紹介する「漫画」は、片倉生命の「保険案内」に

掲載されたものである。 

同社は、大正 10 年 11 月に「片倉財閥」によって設立された生命保険会社である。片倉

は、製糸業を中心に発展したが、明治 28年に片倉組を設立して、業容を拡大し財閥となっ

た。保険会社としては、昭和 8年に大安生命を合併し発展を図ったが、結局、昭和 17年に

日産生命に合併されている。 

保険の「営業案内」等に掲載された「漫画」のうちストーリー性がある漫画は、保険に加

入した者に幸福が訪れ、加入していなかった人が不幸になるというものがほとんどである。

すでに紹介した帝国生命の初期募集資料に描かれた「漫画」は、その典型的なものである。

今回掲載した片倉生命の漫画も基本的には同様のストーリー。しかしその結幕には若干の

違いがある。 

登場するのが養蚕家で隣人同士の金井安全（かない・あんぜん）さんと崎野明内（さきの・

めいない）さん。金井さんは「生命保険を附けるのが一家の幸福の為に最も必要なことを知

っている」ので、保険に加入するが、掛金を捻出するために、その分だけ余計に養蚕を行い、

またお内儀さんは「牝鶏の数を増やして自分の掛金だけ余分に産ませる工夫」を行なうとい

うのが最初の場面である。これに対して隣家の崎野明内さんは、金井さんの勧めに対して、

一向に取り合わない（2番目のコマ）。 

3 番目のコマでは、「生命保険の加入は一層家業に力が入る基礎」となって金井家が繁栄

するかたわらで、崎野さんが焦る様子が描かれている。そこで、崎野さんは、山師につけこ

まれて多くの財産を失う（4 番目のコマ）。その結果、新規巻き直しを決意する崎野さんが

描かれ、ついに生命保険に加入するという結びとなる（5コマと 6コマ）。 

この漫画では、保険に加入していない者が不幸のどん底に落ちるようには描かれていな

い。その理由は、養蚕業者を登場人物にしているからである。片倉財閥の地盤は養蚕業であ

ったため、片倉生命の見込み客は養蚕業者であった。保険に加入しなかった養蚕業者が不幸

のどん底におちるよりも、保険未加入を反省した上で保険に加入すれば、安心して養蚕業に

励むことができるという結論の方が好もしい。 

ちなみにこの漫画の作者は、「しげを」とあるが、「宮尾しげを」だと思われる。宮尾は、

明治 35年に生まれの東京都出身の漫画家であり、戦後は江戸風俗研究家としても知られて

いる。1922 年に子供向け漫画「漫画太郎」を新聞で連載してデビューした。代表作は「団

子串助漫遊記」。岡本一平に師事しているが、岡本は生命保険の営業史料にたびたび登場す

る作家。岡本に紹介されたのかもしれない。1982年に没。 
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